
様式第１７(第１６条関係)
番　　　号

令和○年○月○
日
　環　境　大　臣　　殿
　　　　　　　　　　　        補助事業者　住　　　　所　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名又は名称　　
　　　　　　　　　　　　　代表者の職・氏名　
令和８年度二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（運輸部門等の脱炭素化に向けた先進的システム社会実装促進事業のうち、農業機械の電動化促進事業）
　　令和８年度事業報告書
　令和○年○○月○○日
付け８農技協第２号で交付決定の通知を受けた二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（運輸部門の脱炭素化に向けた先進的システム社会実装促進事業のうち、農業機械の電動化促進事業）について、令和７年度二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（運輸部門の脱炭素化に向けた先進的システム社会実装促進事業のうち、農業機械の電動化促進事業）交付規程第１６条第１項の規定に基づき下記のとおり報告します。
記

１　事業実施による二酸化炭素排出削減効果等について
（１）令和８年度二酸化炭素排出削減量（実績）

　　　○○．○○○
　ＣＯ２トン　または、０
　ＣＯ２トン
（２）実績報告書における二酸化炭素排出削減量に達しなかった場合の原因
　　　令和８年度途中で電動農業機械を導入し、使用期間が短かったため。
または、

令和８年度は電動農業機械の導入のみで、全く使用していないため。
（令和９年度春季から使用予定）
注　様式第１７は参考書式であり、事務の簡素化の観点から、任意の様式・提出方法を指定する場合がある。
注　交付規程第３条第３項の規定に基づき共同で交付申請した場合は、代表事業者が報告すること。
�番号の記入は不要です。


提出時は、以下全てのコメントを削除してから提出してください。


�提出年月日を記入してください。


�交付決定日を記入してください。


「様式第３ 交付決定通知書」 の中央部やや上にある協会理事長名の左上にある日付


�機械の導入日から令和９年３月３１日までの実績値を記入してください。


�令和８年度中に機械の使用実績がある場合は、交付申請時に提出したエクセルファイル「計算ファイルD．輸送機器用」の「１台あたりの年間走行距離または使用時間」のセル（GH３６）にその年の年間稼働時間を入力し、「年間CO２削減量」のセル（DE84）に表示された数値をトン換算（1/1,000）して記入してください。


提出したファイルが「事務局修正」で戻されている場合は、必ず事務局修正ファイルを使用してください。


�令和８年度の使用実績が全くない、アイガモロボ等の場合


�上段か下段のどちらかを選択し、不要な部分は消してください。






